
 
 
 
 
 
 
 

  

長期間使用した機械に関してエンジンルーム内の防音材、ホース類、配線類の経年劣化などについ

て、見逃しがちになってしまいます。特にエンジンルーム内は熱の影響を受ける所でもあります。 
 

そこで末永くご愛用頂くために、特に７～８年以上経過した機械に関しては、これら部品について 
目視点検し、著しく劣化が確認される部品については早めの交換をお勧めします。 
劣化を放置して継続使用した場合、思わぬ故障（油漏れ、燃料漏れ、短絡等）や、至っては火災を

引き起こす可能性もあります。使用期間が長期となっている車輌については、エンジンフードやト

ルクコンバータ上部のカバーを開けるなどして、普段眼に触れない部位にも気を配り点検される事

をお勧めします。 
クレーン月例点検、年次点検時及び車検整備、クレーン検査整備時などの際に併せて劣化などで交

換が必要な部品を確認し、部品供給に時間を要する部品もありますので、前もって弊社サービス工

場にお申し付け頂く事も、お勧めします。 
 
 

エンジンフード内防音材については、劣化等が 

                     著しい場合は交換をお勧めます。 

KR-45HVS ノイズダンパ 

                                          KR-25HV    〃 

                                          KR-10H     〃 

                                         エンジンルーム内 

                                          防音材部品番号は別紙を参照願います/1 台 

            
       

 
       
＊エンジンフードカバー、トルコンカバーを開けて出来るだけ中全体が見易い状態にして

点検してください。 
主たる点検箇所：エンジン関係 排気漏れ、エンジンオイル漏れ、燃料ラインのホース、パイプ劣化 
               接手緩み、燃料漏れ、配線、電装品の損傷、清掃、防音材の状況 
               油圧ホースの劣化、プロペラシャフトジャーナル部のガタなど 
  
＊ 点検整備は最寄の弊社サービス工場にお申し付けください。 
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